清津における自首制度の変遷について : 強盗犯の自首を中心にして by 中村 正人
清律における自首制度の変遷について 強盗犯の自首を中心にして
（２）数件の強盗犯の一部のみを自首した場合の規定
（３）首犯（盗首）・従犯（鶏盗）の自首に関する規定
（４）関連規定の統合と強盗条例二六成立までの経過
四
お
わ
り
に
二
清
律
「
犯
罪
自
首
」
条
の
三
強
盗
犯
の
自
首
に
つ
い
て
清律における自首制度の変遷について
Ｉ
強
盗
犯
の
自
首
を
中
心
に
し
て
Ｉ
「過ちて改めざる、之を過ちと謂う」という「論語」の一一一一口葉が端的に示すように、儒教においては「改過自新」
（前非を悔い改めて、自ら更生する）を重視する思想が見られる。そして、そうした思想を律内において実定化し
Ｉ
強
盗
条
例
二
六
に
つ
い
て
Ⅱ
強
盗
条
例
二
六
の
成
立
過
程
（１）原例
は
じ
め
に
清
律
「
犯
罪
自
首
」
条
の
概
要
は
じ
め
に
中
村
正
人
2１
た
も
の
が
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
自
首
の
制
度
で
あ
っ
た
。
儒
教
思
想
と
は
直
接
縁
の
な
い
わ
が
国
の
現
行
刑
法
を
始
め
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
自
首
に
関
す
る
規
定
を
有
す
る
刑
法
典
は
多
数
存在する。我々の刑法において自首が任意的減軽事由とされている主たる理由の一つに、「犯罪の捜査及び犯人の
（１）
処罰を容易にして訴訟手続の円滑な運用に寄与するという刑事政策的理由」が通常挙げられる。もちろん伝統中国
法
の
自
首
に
お
い
て
も
、
捜
査
や
裁
判
に
お
け
る
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
よ
う
と
い
う
刑
事
政
策
的
意
図
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
日
本
刑
法
に
お
け
る
自
首
の
効
果
が
、
単
な
る
刑
の
減
軽
（
し
か
も
任
意
的
）
で
あ
る
に
過
ぎ
ないのに対して、伝統中国法の自首は、後に詳しく述べるように、侵害した法益の回復が不可能ないしは困難な一
部
の
犯
罪
を
除
き
、
犯
罪
事
実
が
官
憲
に
発
覚
す
る
以
前
に
自
首
す
れ
ば
、
原
則
と
し
て
刑
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
中
国
の
場
合
に
は
、
刑
を
軽
減
し
て
執
行
す
る
の
で
は
な
く
、
刑
の
執
行
そ
の
も
の
を
行
わ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
訴
訟手続の円滑な運用に寄与」させようという意識はそもそも乏しく、やはりそれよりも「改過自新」の道を開くと
い
う
儒
教
道
徳
的
理
由
に
よ
る
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
儒
教
思
想
に
基
づ
く
刑
罰
軽
減
規
定
の
存
在
は
、
民
衆
に
対
し
て
儒
教
的
仁
愛
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
朝
へ
の
支
持
を
高
め
る
効
果
を
為
政
者
に
も
た
ら
し
得
る
一
方
で
、
あ
ま
り
に
大
幅
な
刑
の
軽
減
は
、
狡
滑
な
犯
罪
者
に
法
網
を
す
り
抜
け
る
た
め
の口実を与え、ひいては社会秩序の悪化を引き起こす危険性もはらんでいた。恐らく当時の為政者達は、この種の
刑
罰
軽
減
規
定
が
持
つ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
間
で
折
り
合
い
を
つ
け
る
べ
く
、
相
当
の
苦
心
を
強
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
（２）
推測される。筆者はかって清代刑法の幼田養（存留養親）制度に関する論文を公表したが、その中で、同じく儒教思
想
に
基
づ
く
刑
罰
軽
減
規
定
で
あ
る
留
養
に
関
し
て
清
朝
は
、
最
後
ま
で
制
度
の
適
用
そ
の
も
の
を
放
棄
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ども、その適用範囲を狭めたり、あるいは適用した場合の効果を低下させる等様々な試みを行い、為政者が上記の
ジレンマを解消しようと努力していた様子が窺えることを指摘した。留養に関して見られたこのような現象が、同
2２
清律における自首制度の変遷について－強盗犯の自首を中心にして－
歴代王朝の律と同様に、清律においても犯罪者の自首に関する規定が存在する。以下に引用する条文がそれであ
る（便宜上、内容のまとまりごとに段落分けし、冒頭に九数字を付した上で、それぞれ「第一項、第二項：…・」と
称する）。
①凡そ罪を犯して未だ発せずして自首する者は、其の罪を免じ、（若し職あらば、其の罪は免ずると難もＪ猶
お正鰄を徴す。（謂うこころ、杠法・不柾法鰄の如きは、徴して官に入れ、用強生事・逼取・詐欺・科數・求
索の類、及び強窃盗の鰄は、徴して主に給す。）
②其れ軽罪発すると錐も、因りて重罪を首する者は、其の重罪を免ず。（請うこころ、窃盗事発して自首し、
又た曽て銅銭を私鋳せば、鋳銭の罪を免ずるを得、止だ窃盗の罪を科す。）若し告せらるるの事を問うに因り
てＰ別に余罪を言わば、亦た（上の）如く之に（科す）。（止だ見問の罪名のみを科し、其の余の罪を免ず。私
塩の罪を犯すに因り、事発して間せられ、拷訊を加えざるに、又た自ら別に「曽て牛を窃盗せり」又た「曽て
人の財物を詐欺せり」と言わば、止だ私塩の罪のみを科し、余罪は倶に免ずるを得るの類を請う。）
③
其
れ
（
犯
人
自
首
せ
ず
と
錐
も
Ｊ
人
を
遣
し
て
代
首
せ
し
め
、
若
し
く
は
法
に
於
て
相
い
容
隠
す
る
を
得
る
者
（
の
親
属
）
じく儒教思想に基づく自首においても見られるか否かを検証しようというのが本稿の目的である。
本
稿
で
は
次
章
に
お
い
て
、
ま
ず
は
清
律
の
「
犯
罪
自
首
」
条
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
清
代
の
自
首
の
中
で
最
も
頻
繁
に
条
例
が
制
定
・
改
定
さ
れ
、
変
化
に
富
む
経
過
を
た
ど
っ
た
強
盗
の
自
首
に
関
す
る
問
題
に
焦
点
を
絞
り
、
主
と
し
て
条
例
の
制
定
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
教
思
想
由
来
の
刑
罰
軽
減
規
定
を
め
ぐ
る
「
ジ
レ
ン
マ
」
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
く
。
二
清
律
「
犯
罪
自
首
」
条
の
概
要
2３
⑥其れ人に損傷し、（犯に因りて人を殺傷して自首する者は、因るところの罪を免ずるを得、価お本殺傷の法
に従う。本と過失なる者は、本法に従うを聴す。）物に於て（損傷して）賠償すべからず、（請うこころ、印信・
官
文
書
・
応
に
禁
ず
べ
き
の
兵
器
及
び
禁
書
を
秦
殿
す
る
が
如
き
の
類
は
、
私
家
合
に
有
す
べ
か
ら
ず
、
是
れ
償
す
べ
か
ら
ざ
る
の物なれば、首するを准きず。若し本物見に在らぱ、首する者は首法に同じく罪を免ずるを聴す。）事発して
お
よ
逃に在り、（已に囚禁せられ、越獄して逃に在る者は、犯すところの罪を首するを得ずと雛も、但そ既に出首
せぱ、逃走の罪より二等を減ずるを得、正罪は減ぜず。若し逃げること官に到ろを経るの先に在らば、本より
罪を加うるなく、価お本罪より二等を減ずるを得。）若しくは関を私・越度し及び姦する者は、並びに自首の
た
み
ず
か
が（之が）為めに首し、及び（彼此許発して、互いに）相い告一一一一口せぱ、各々罪人身ら自首するの法の如／、す
るを聰し（、皆な罪を免ずるを得。「其れ人を遣して代首せしむ」とは、請うこころ、如し甲が罪を犯し、乙
を遣して代首せしめば、親疎を限らず、亦た自首に同じく罪を免ず。「若しくは法に於て相い容隠するを得る
者が為めに首する」とは、請うこころ、同居及び大功以上の親、若しくは奴脾・雇工人が家長の為めに首し、
及び相い告言する者は、皆な罪人が自首すると同じく、罪を免ずるを得。卑幼が尊長を告一一一一口せば、尊長は自首
律に依りて罪を免じ、卑幼は干犯名義律に依りて科断す。）
④若し自首すれども実ならず、及び尽くさずんぱ、（重情なるも、首して軽情と作し、多鰄なるも、首して少
鰄と作さば、）不実・不尽の罪を以て之を罪（し、自首の鰄数尽くさざる者は、止だ尽くさざるの数を計りて
之に科）し、死に至る者は、一等を減ずるを聴す。
⑤其れ人の告せんと欲するを知り、及び逃（山沢に逃避するが如きの類なり）叛（是れ本国より叛去するの類
なり）して自首する者は、罪一一等を減じて之を坐す。其れ逃叛する者、自首せずと雛も、能く本所に還帰する
なり）して自首する聿
者
は
、
罪
二
等
を
減
ず
。
2４
清律における自首制度の変遷について－強盗犯の自首を中心にして
本
条
文
の
第
一
項
に
は
、
自
首
の
取
扱
い
に
対
す
る
基
本
原
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
清
律
は
歴
代
王
朝
の
伝
統
を
踏
襲
し
、
犯
罪
事
実
が
官
憲
に
発
覚
す
る
前
に
お
い
て
犯
人
が
自
首
し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
罪
を
免
ず
る
（
但
し
、
臓
物
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の返還（没収）は免れない）こととしている。なお、嘉慶六年という比較的後年の通行の中でではあるが、「事未
発
而
自
首
」
か
否
か
の
判
断
は
、
事
主
に
よ
る
官
憲
へ
の
通
報
と
犯
人
の
自
首
と
の
時
間
的
前
後
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
事主が官に通報しようとしていることを犯人が知らずに自首したのか否か、換言すれば、犯人の自首が過ちを悔い
改
め
る
真
塾
な
心
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
罪
が
発
覚
し
た
こ
と
を
知
っ
て
処
罰
を
恐
れ
る
心
か
ら
行
わ
れ
た
も
（４）
のなのかを基準とするとの見解が一示されている。しかしながらこうした解釈が清朝における一貫した公式見解であ
（５）
るかというと、必ずしもそうではなかったようである。なぜならば、その直後の嘉慶九年に起きた謝呉一二一案にお
い
て
は
、
「
事
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
」
し
た
か
否
か
は
、
事
主
が
官
憲
に
通
報
す
る
前
に
自
首
し
た
か
否
か
と
い
う
客
観
的
な
状
況
によって決まり、事主が通報した事実を自首者が知っていたか否かは関係ないとする、全く逆の見解が示されてい
る
か
ら
で
あ
り
、
刑
部
自
身
に
お
い
て
も
そ
の
解
釈
が
揺
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第二項は、｜罪発覚後の別罪の自首について規定している。すなわち、軽い罪が発覚した後でも、別に犯してい
た
よ
り
重
い
罪
を
自
白
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
重
い
方
の
罪
を
免
じ
（
軽
罪
は
免
じ
ら
れ
な
い
）
、
取
調
べ
中
に
告
発
き
れ
た
も
の
以
⑦若し強窃盗詐欺して人の財物を取りて、事主の処に於て首服し、及び人より狂法・不柾法鰄を受くるに、梅
過
し
て
回
付
し
て
主
に
還
き
ば
、
官
司
を
経
て
自
首
す
る
と
同
じ
く
、
皆
な
罪
を
免
ず
る
を
得
。
若
し
人
の
告
せ
ん
と
欲
す
る
を
知りて、財主の処に於て首還せば、亦た罪二等を減ずるを得。其れ強窃盗、若し能く同伴を捕獲して官に解せ
ば
、
亦
た
罪
を
免
ず
る
を
得
、
又
た
常
人
に
依
り
て
一
体
に
給
賞
す
。
（
強
窃
盗
の
自
首
、
免
罪
の
後
に
再
犯
す
る
者
は
、
首
す
律に在らず。
（３）
ろを准二ごず。）
１
2５
（６）
（７）
「法に於て相い容隠するを得る者」とは、律の規定によれば、同居辻〈財の関係にある親属（戸籍の同異、服の有
無を問わない）・服制が大功以上の親属・外祖父母・外孫・妻の父母・女婿・孫の妻・夫の兄弟・兄弟の妻といつ
（８）
た親属の他、奴蝉・一展工人といった隷属民が家長のためにする場合がこれに該当する。なお、上記に含まれない他
の親属、例えば小功服や總麻服の親属、あるいは無服の親属が犯人のために代首した場合にどのように扱われるか
に
関
し
て
は
、
条
例
中
に
以
下
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
す
る
。
小
功
・
總
麻
の
親
が
首
告
せ
ば
、
罪
三
等
を
減
ず
る
を
得
、
無
服
の
親
な
ら
ば
、
一
等
を
減
ず
。
其
れ
反
・
叛
・
逆
せ
ん
と
謀
り
て
未
だ
行
せ
ず
、
如
し
親
属
首
告
し
、
或
は
捕
送
して官に到らぱ、正犯は倶に自首律に同じく罪を免ず。若し已に行
（９）
せばへ正犯は免ぜず、其の余の縁坐人は、亦た凸口首律に同じく罪を免ず。
〈、）
『大清律例通考』によれば、本規定は明律以来、律本文の小註としてあったのを、乾隆五年に摘出して専条とした
も
の
で
あ
り
、
小
功
服
と
總
麻
服
の
親
属
が
犯
人
に
代
わ
っ
て
首
告
し
た
場
合
に
は
、
犯
人
の
罪
を
本
来
の
刑
罰
か
ら
三
等
軽
減
し
、
無服の親属であれば一等を軽減することとされ、「法に於て相い容隠するを得る者」のように、罪を完全に赦すこ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
一
定
の
配
慮
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
続いて第四項では、罪状を本来よりも軽いものと偽ったり（「不実」）、自首した罪名自体は正しいものの鰄額を
過少に申告したりする（「不尽」）等、自首の内容が不完全な場合の処罰を規定する。罪状を軽いものと偽るとは、
外の罪（「余罪」）を自白した場合にもまた、余罪のみを免ずることになる。
第
三
項
は
、
本
人
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
自
首
の
規
定
で
あ
る
。
自
首
は
必
ず
し
も
本
人
自
ら
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
はなく、犯人からの依頼によって第三者が代わって首告し、あるいは犯人からの依頼がない場合であっても、「法
に
於
て
相
い
容
隠
す
る
を
得
る
者
」
が
犯
人
の
た
め
に
代
首
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
本
人
が
自
首
し
た
場
合
と
同
様
に
取
り
扱
う
旨
を
定
め
て
い
る
。
2６
清律における自首制度の変遷について－強盗犯の自首を中心にして
第五項は、自発性に疑問が残る自首の場合、および逃亡罪や叛罪における事実発覚後の自首の場合といった、全
免ではなく減刑されるに止まる類型について定めたものである。被害者あるいはその他の第三者が、犯罪事実を官
憲に告訴・告発しようとしている事実を知ったために、罪の発覚を恐れて自首した場合には、犯罪発覚以前ではあっ
ても刑は全免されず、罪二等を減じられるに止まる。その理由については、「大清律輯註』が、「犯罪事実が発覚す
る
前
に
自
首
し
た
場
合
は
、
本
来
そ
の
事
実
を
秘
匿
で
き
た
の
に
敢
て
自
首
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
本
心
か
ら
過
ち
を
悔
い
て
いると言える。ところが人が告発しようとしていることを知って自首した場合は、もとより過ちを悔いる気持ちは
なく、事がすでに露見してから初めて罪を畏れる気持ちが生じたからに過ぎない。それ故に二等を減じるに止める
（ｕ）
のである」と述べているのが参考になろう。
逃亡犯や謀叛（他国への亡命を企てる罪）をすでに実行した犯人については、この場合通常犯罪事実はすでに発
覚しているけれども、自首（官憲に出頭しなくても、単に元の場所に帰還した場合であっても可）したならば罪二
等を減ずることとされている。この逃叛の自首における二等の減刑は、前述のまさに告発されようとしていること
を知って自首した場合の二等減とは、同じ一一等の減刑であっても立法趣旨は全く異なる。この点について滋賀秀一一一
氏は、唐律の規定に関してではあるが次のように述べている。すなわち、「前者（人が告発しようとしていること
を
知
っ
て
自
首
し
た
場
合
の
こ
と
ｌ
引
用
者
注
）
は
、
事
未
だ
発
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
原
則
的
に
は
自
首
に
よ
っ
て
全
免
た
例えば槍奪の罪を犯したにもかかわらず、窃盗を犯したと首告する類であり、律の総注によれば、その場合槍奪の
罪を科すことになる。鰄額を過少に申告するとは、例えば銀宇百両を窃盗したにも拘らず、六十両を盗んだと自首
す
る
よ
う
な
場
合
を
指
し
、
こ
の
例
で
は
首
告
し
た
鰄
額
と
実
際
と
の
差
額
で
あ
る
四
十
両
の
窃
盗
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
に
な
る
。
不実・不尽いずれの場合でも、科せられるべき刑が死刑に該当する場合には一等を減ずる（すなわち、杖一百流一一一
不実・不尽いずれの場合でも、。
千里に減刑する）とされている。
第五項は、自発性に疑問が残守
2７
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
事
ま
さ
に
発
せ
ん
と
す
る
を
知
っ
て
自
首
し
た
と
い
う
弱
点
を
責
め
て
、
全
免
と
し
な
い
で
二
等
減
と
す
る
。
後
者
（
逃
叛
（
唐
律
の
表
現
で
は
「
亡
叛
」
）
の
自
首
の
こ
と
ｌ
引
用
者
注
｝
は
、
事
す
で
に
発
し
て
お
り
原
則
的
に
は
自
首
と
な
ら
（皿）
ない筈のところを、政策的考慮から特に一一等減という恩恵を与えて、自首・復帰を奨励する」ものであった。
なお、「人の告せんと欲するを知り……て自首する」の条項は、犯人が今まさに告発されようとしている状態（す
なわち、「事未だ発せざる」状態）での自首に関する規定であるが、乾隆三十八年に、事件発覚後さらに官憲の追
及
が
自
己
に
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
自
首
し
て
来
た
場
合
の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
犯
し
た
罪
が
律の規定によりそもそも自首することが許されない場合（次に紹介する第六項がこれに該当する）、あるいは強盗
の
自
首
に
お
い
て
、
他
の
条
例
に
別
途
規
定
が
あ
る
場
合
（
第
三
章
参
照
）
を
除
き
、
官
憲
の
追
及
が
自
分
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
（Ｅ）
き知って自首した（「聞撃（掌）投首」）場ムロには、本来の罪より一等を減じて刑を科すこととされている。
次
い
で
第
六
項
で
は
、
自
首
を
認
め
な
い
（
自
首
し
た
と
し
て
も
刑
罰
を
減
免
し
な
い
）
犯
罪
類
型
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
条
文
（ｕ）
によれば、人を殺傷したり賠償不可能な物を損傷させる行為、私度・越度あるいは人と姦通する（強姦・和姦いず
れ
も
含
む
）
等
、
基
本
的
に
当
該
行
為
に
よ
っ
て
発
生
し
た
損
害
の
回
復
が
そ
の
性
質
上
不
可
能
（
困
難
）
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
自
首
に
よ
る
刑
の
減
免
は
認
め
ら
れ
な
い
。
但
し
、
他
の
犯
罪
行
為
が
原
因
と
な
っ
て
殺
傷
行
為
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
自
首
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
因
と
な
っ
た
犯
罪
行
為
自
体
は
免
じ
ら
れ
、
通
常
の
殺
傷
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
窃
盗
目
的
で
他
人
の
家
に
忍
び
込
ん
だ
犯
人
が
、
家
人
に
発
見
さ
れ
た
た
め
こ
れ
を
殺
害
し
た
場
合
や
、
財
物
を
得
る
目
的
で
人
を
謀
殺
し
た
場
合
等
に
お
い
て
、
通
常
で
あ
れ
ば
前
者
は
「
窃
盗
が
（応）
（胆）
時
に
臨
ん
で
盗
所
に
て
拒
捕
し
人
を
殺
す
」
の
条
例
に
よ
っ
て
、
ま
た
後
者
は
「
人
を
謀
殺
し
因
り
て
財
を
得
る
者
」
の
律
に
よ
っ
て
いずれも斬立決に処せられるところであるが、もし犯人が自首したならば、財物を得た（得ようとした）点が罪名
（Ⅳ）
決定の際に考慮外におかれ、単なる殺人として故殺の罪に問われ、斬監候に処せられることになる。
2８
清律における自首制度の変遷について－強盗犯の 自首を中心にして
な
お
本
項
条
文
に
は
、
犯
罪
事
実
が
発
覚
し
た
後
に
逃
亡
し
た
場
合
に
は
自
首
を
認
め
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
犯
罪
事
実
発
覚
以
後
の
自
首
は
、
一
部
の
例
外
（
第
五
項
参
照
）
を
除
き
何
ら
配
慮
さ
れ
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ
る
の
で
、
本
来
こ
の
規
定
は
不
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
敢
え
て
こ
の
規
定
を
設
け
た
意
味
を
付
度
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
第
五
項
に規定された逃亡罪それ自体の自首の取り扱い（たとえ発覚後であっても自首すれば（あるいは自主的に帰還すれ
ば）罪二等を減ずる）が、その逃亡の原因となった犯罪にまでは及ばないことを明らかにするために、注意規定的
な
意
味
合
い
で
設
け
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
（肥）
ここまでに述べた規｛正に関しては、多少の相違はあれ、唐律以来基本的に変化のない部分である。しかしながら
清律（正確には明律以降）の犯罪自首条においては、その後に続けて第七項として、強窃盗・詐欺・収賄等の財産
犯の自首に関する特例規定が追加されている。本項の規定によれば、①強窃盗等の財産犯においては、当該鰄物の
本
来
の
所
有
者
に
返
還
す
る
行
為
も
、
官
司
へ
の
自
首
と
同
様
に
取
り
扱
い
、
発
覚
前
で
あ
れ
ば
罪
を
全
免
し
、
告
発
さ
れ
る
こ
と
察
知しての行動であれば、罪二等を減じる、②強窃盗犯が共犯者を捕縛して官に出頭したならば、（たとえ犯罪事実
の発覚以後であっても）罪を全免した上に賞金を授与する、③強窃盗犯がかって自首して罪を赦された後で再犯し
た
場
合
に
は
自
首
を
許
さ
な
い
、
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
（四）
もっとも、これらの内①については、唐律においては別条文（名例律三九条）として規定されていたものが、明
律において自首条の中に併入され、清律に踏襲されたものである。唐律の規定と明清律のそれとを比較した場合、
官司によらず直接被害者の下に首服し、あるいは鰄物を本来の所有者に返還する行為も、自首類似の行為ときれる
点
で
は
両
者
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
唐
律
の
場
合
、
柾
法
・
不
柾
法
鰄
等
授
受
の
鰄
罪
に
お
い
て
、
鰄
物
を
本
来
の
所
有
者に返還する行為（いわゆる「悔過還主」）については、明清律とは異なって全免されることなく、ただ罪三等を
減
じ
ら
れ
る
に
止
ま
る
等
、
重
要
な
点
で
相
違
も
見
ら
れ
る
。
2９
し
か
し
な
が
ら
強
盗
の
自
首
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
裁
判
実
務
や
条
例
の
変
遷
を
見
る
と
必
ず
し
も
律
の
原
則
ど
お
り
に
は
処
理
さ
れていないし、また処罰内容自体も時期によって変化が見られる。そこで次章では、強盗の自首に関する基本条例
ともいえる「強盗条例二六」を主たる考察対象として取り上げ、同条例が成立するまでの過程を跡付けることによっ
以上、清律における犯罪自首条の規定を概観してきたが、清律における自首の効果は、原則として刑の免除であ
り
、
我
々
の
刑
法
上
の
効
果
と
比
較
す
る
と
破
格
の
待
遇
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
事
が
発
覚
す
る
以
前
（
官
憲
に告訴・告発がなされる前）の自首に限られることに加え、清朝における重罪（概ね法定刑が徒刑以上のもの）の
内
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
た
と
推
測
さ
れ
る
殺
人
・
傷
害
と
い
っ
た
犯
罪
に
つ
い
て
も
、
規
定
上
自
首
減
刑
の
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
た
め
、
自
首
条
が
司
法
実
務
に
与
え
た
影
響
は
表
面
上
か
ら
受
け
る
印
象
ほ
ど
に
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
（卯）
一方②に関しては、類似の規定（名例律一一一八条）が唐律にｊＤ見られるけれども、唐律の規定では特に強窃盗犯に
限
定
は
さ
れ
て
い
な
い
、
捕
告
者
の
刑
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
捕
縛
す
べ
き
共
犯
者
に
い
く
つ
か
の
限
定
さ
れ
た
要
件
が
付
さ
れ
て
いる等、かなり異なる点が認められるのみならず、何よりも明清律にはこの唐名例律一一一八条に相当する規定が犯罪
（皿）
［曰首条とは別に存在していることから、この②の部分は③と同様に、明清律において新たに付け加えられた規定で
あ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ただ、殺人・傷害と並んで清朝における重罪の一半を占めたと予想される盗犯の自首に関して言えば、律の規定
上
は
他
の
自
首
が
認
め
ら
れ
る
通
常
の
犯
罪
と
基
本
的
に
同
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
強
盗
犯
の
自
首
も
規
定
上
は
刑
の
減
免
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
逆
に
自
首
条
の
法
実
務
に
与
え
る
影
響
を
過
少
に
評
価
し
過
ぎ
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
１
０
１Ｖ
3０
清律における自首制度の変遷について－強盗犯の 自首を中心にして
Ｉ
強
盗
条
例
二
六
に
つ
い
て
前
章
の
最
後
で
触
れ
た
よ
う
に
、
強
盗
犯
の
自
首
に
つ
い
て
は
、
律
に
も
一
部
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
主
と
し
て
強盗条の附律条例において様々な拡張および修正が行われている。強盗の自首に関する規定を含んでいる条例はい
（犯）
（躯）
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
最
も
網
羅
的
な
の
は
、
強
盗
条
例
一
ヱ
ハ
で
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
引
用
し
て
お
く
。
三
強
盗
犯
の
自
首
に
つ
い
て
て
、
清
朝
の
法
実
務
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
強
盗
の
自
首
に
関
す
る
清
朝
の
刑
事
政
策
上
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
②以上の各犯、如し得るところの鰄を将て、悉数もて投報し、及び官に到るの後鰄を追（「光緒会典事例」で
は
「
追
賠
」
に
作
る
ｌ
筆
者
注
）
し
て
主
に
給
き
ば
、
方
め
て
自
首
を
以
て
論
ず
る
を
准
し
、
若
し
鍼
も
て
未
だ
投
報
せ
ず
、
亦
た
未
だ
追
鰄
Ｓ
光
緒
会
典
事
例
」
で
は
「
追
賠
」
に
作
る
ｌ
筆
者
注
）
し
て
主
に
給
さ
ず
ば
、
自
首
を
以
て
論
ず
る
を
①
凡
そ
強
盗
、
人
命
を
殺
死
し
、
人
の
妻
女
を
姦
し
、
人
の
房
屋
を
焼
き
、
罪
犯
深
重
な
る
、
及
び
事
主
を
殴
り
て
折
傷
以
上
に
得ず。
刺す。
未
だ
人
を
傷
せ
ざ
る
の
首
鰺
の
各
盗
、
及
び
窩
家
・
盗
線
、
事
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
は
邑
撃
せ
ら
れ
ん
と
す
る
を
聞
き
て
投
首
す
る
者
は
、
雲
貴
両
広
の
極
辺
烟
療
に
実
発
し
て
充
軍
せ
し
め
、
て
平
復
し
如
し
事
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
、
及
び
強
次
が
数
家
を
行
劫
す
る
に
だ
一
家
の
み
を
一
一
一
さ
ば
②
均
し
弱
に
発
遣
．
〈
に
給
し
て
奴
と
為
す
。
拳
せ
ら
れ
ん
と
る
を
罰
き
て
史
昌一に係らば、斬監候に擬す
首
鯵
の
各
犯
は
倶
二
皀
首
す
る
を
佳
さ
ざ
る
を
除
く
の
外
其
れ
人
を
偽
す
る
の
首
移
の
各
盗
、
傷
軽
く
し
イ
ョーン
、
〆￣ベ
ア
、－戸
、
（ェ）、杖一百流三千里、
の、「改遣」の二字を面
￣ミ
ウ
、＝〆
、
3１
③脱逃して獲えられたる新彊の遣犯及び雲貴両広に実発されたろ人犯あるに遇わぱ、均しく例に照して即行正
法
し
、
流
犯
は
価
お
加
等
し
て
調
発
す
。
④放火して人の空房及び田場聚積等の物を焼くの強盗が自首するに至りては、放火故焼の本律に依りて流に擬
し、若し焼くところの物を計るに、本罪より重からば、近辺に発して充軍せしむ。
本条例は内容的に大きく四つの部分に分けることができる（上記引用文の①～④）。原文では特にこうした区分
を設けているわけではないが、本稿では便宜上それぞれ「第一項」～「第四項」と称することにする。さらに第一
項については、沿革の異なるいくつかの規定が混在している。これらについてもまた、後の叙述の便宜のために、
傍
線
を
引
い
て
末
尾
に
（
ァ
）
～
三
）
の
記
号
を
付
し
て
区
別
し
た
。
本条例の第一項では、強盗犯の自首の取り扱いに関する一般通則が規定されている。まず冒頭部分において、自
首が認められない行為類型が列挙される。それによると、強盗の際に殺人・強姦・放火等を行った場合、および強
盗の被害者に対して折傷以上を負わせた場合には、たとえ事件の発覚前に自首したとしても、首犯（「盗首」）・従
（別）
犯（「鯵盗」）の区別に関わりなく何らの軽減も与えられなかった。この点に関しては、律には特に規定するところ
がなかったが、条例においてこれら比較的情状の重い強盗事件については、自首による刑の減免が明確に否定され
上記に該当しない比較的情状の軽い強盗に関しても、本条例では律の規定が修正されている。前章で見たように、
律の規定では強盗においても他の通常の犯罪と同様に、原則として事件の発覚前に自首すれば罪を免じられること
になっているが、本条例では、①強盗の際に他人を傷つけたが負傷の程度が軽くて被害者が回復した場合、および
数件の強盗を重ねたにもかかわらず、その内の一件のみを自首した場合には、発遣為奴とし、②官憲による追及が
行われていることを聞き知って自首した場合には、斬監侯とされている。また、③さらに情状が軽い、人を傷つけ
（別）
犯（「鯵盗」）の庁
がなかったが、位
（妬）
る
こ
と
と
な
っ
た
。
3２
清律における自首制度の変遷について－強盗犯の自首を中心にして－
ていない強盗の首犯・従犯、および窩家（強盗団の根拠となる場所の提供者）・盗線（手引き役）といった補助的
な役割に止まる共犯者について、発覚前の自首であっても杖一百流三千里となり、④官憲による追及が行われてい
ることを聞き知って自首した場合には、極辺・烟潭充軍とした上で、顔面に「改遣」の二字を入墨される定めであっ
た。いずれの場合においても、強盗罪の本来の法定刑（斬立決）よりは軽いものの、律で定められた強盗の自首に
対する取り扱いに比べると、はるかに厳しい処置が行われている。
但し、以上の処置はいずれも鰄物をすべて返還した場合であるＱ鰄物の返還がなければ、たとえ自首したとして
も一切特別扱いしないことは、第二項で規定されているとおりである。
第三項は、直接強盗の自首に関して規定しているわけではないが、関連する条項として本条例内に収録されてい
るものである。すなわち、上記第一項の規定により発遣為奴ないしは極辺・烟潭充軍または杖一百流三千里とされ
た強盗（補助的役割に止まる者も含む）の自首犯が、配置された地方より逃亡した後捕縛された場合についての規
定であり、前者（発遣為奴、極辺・烟療充軍の囚）については、皇帝の裁可を待つことなく直ちに処刑し（「即行
正法」）、後者（流三千里の囚）については、充軍等のさらに重い刑に代えて執行することとされている。
最後に第四項において、空き家や農地に堆積してある物に火を放つといった、比較的人命に危難を及ぼす虞れの
（妬）
低い放火行為を伴う強盗犯の自首に対しては、放火故焼人房屋条の規定を適用して杖一百流三千里とするが、ただ、
（〃）
焼失させた物の価額を計った結果、その罪が杖一百流一一一千里より重くなる場〈ロには、近辺充軍に処することを定め
（躯）
本条例は、それぞれ異なる経緯によって制定され改定されてきた複数の条例が、乾隆五十一二年に一条に併合され、
その後嘉慶十九年・道光十四年・同治九年の三次の改正を経て上記の形になったという、複雑な立法過程をたどっ
ている。そこで次節では、本条例の変遷過程を振り返ることによって、強盗犯の自首に対する清朝の刑事政策上の
ている。
3３
（羽）
強盗条例二六の淵源は、以下に引用する明・万暦十一二年制定の問刑条例にまで遡ることができる。
凡そ強盗を自首せぱ、人命を殺死し、人の妻女を姦し、人の房屋を焼き、罪犯深重なるは、准さざるを除くの
外、其の余の曽て人を傷すると錐も、随即に平復して死せざる者は、亦た姑くは自首するを准し、「兇徒が兇
器を執持して人を傷する」の事例に照して、辺衛充軍に問擬す。其れ放火して人の空房及び田場積聚の物を焼
かぱ、律に依りて徒に充っ。若し焼くところの物を計るに本罪より重からぱ、亦た止だ放火延焼の事例に照し、
（釦）
倶
に
辺
衛
に
発
し
て
充
軍
せ
し
む
。
そしてこの規定が、若干の字句の修正を施された上で、「原例」として清朝にも受け継がれたことが、清朝にお
け
る
強
盗
条
例
二
六
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
この万暦十三年の問刑条例（Ⅱ清朝の原例）の規定内容は、一見して明白なように、強盗条例一一六における第一
項の傍線部（ァ）（イ）および第四項に対応するものである。両者を比較すると、内容の本質とは関係ない部分で
の字句の異同は別にしても、なおいくつか異なる点が見られる。
第一の相違点は、自首が認められない強盗犯の類型に関する部分（第一項の傍線部（ア））についてである。原
例では、強盗犯が殺人・強姦・家屋延焼等の「罪犯深重なる」行為を行った場合には自首を許さないこととしてい
るが、これらについては強盗条例二六も全く同様である。しかしながら、強盗条例一一六はその後に続けてさらに、
強盗の被害者に折傷以上の重傷を負わせた場合にも自首の対象から除外しているが、原例にはまだそのような規定
変
化
を
跡
付
け
る
こ
と
に
す
る
。
（１）原例
強
盗
条
例
二
六
の
成
立
過
程
3４
清律における自首制度の変遷について－強盗犯の 自首を中心にして
第二は、法定刑の相違である。ただ、第四項に対応する部分における法定刑の相違に関して一一一一口えば、それは見か
け
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
強
盗
の
際
に
空
き
家
や
農
地
に
堆
積
し
て
あ
る
物
を
放
火
し
た
犯
人
が
自
首
し
た
場
合
に
っ（釦）
いて、強盗条例一ニハが流刑に、明の問刑条例が徒刑になっているのは、恐らくは後者の誤記であると考えられるし
（ちなみに、『光緒会典事例」巻七八三’四所掲の清朝の原例では、「流に問う（問流）」と変更されている）、また
焼失させた物の価額を計った場合の刑罰がより重い場合について、強盗条例一一六が「近辺充軍」、原例が「辺衛充
軍」となっているが、これは清代において呼称が変更されただけのものであって、刑名としては何ら異なる点はな
（犯）
い
。
一
方
、
第
一
項
の
傍
線
部
（
イ
）
に
対
応
す
る
部
分
（
他
人
に
軽
傷
を
負
わ
せ
た
強
盗
犯
の
自
首
に
関
す
る
部
分
）
の
法
定
刑
に
ついては、強盗条例二六の「発遣為奴」に対して原例では「辺衛充軍」となっており、明白な相違がある。もっと
も
、
清
代
で
は
死
刑
に
次
ぐ
重
刑
と
し
て
、
充
軍
刑
の
上
に
発
遣
刑
が
あ
っ
た
が
、
明
代
に
は
発
遣
刑
が
存
在
せ
ず
、
充
軍
刑
が
死
刑
に
次
ぐ
重
刑
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
明
と
情
と
で
は
刑
罰
体
系
そ
の
も
の
が
若
干
異
な
る
た
め
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
例
が
規
定
す
る
「
辺
衛
充
軍
」
は
、
五
段
階
あ
る
充
軍
刑
の
中
の
下
か
ら
二
番
目
で
あ
り
、
必
ず
し
も
死
刑
以
外
で
最
上
位
の
刑
罰
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
に
対
し
、
「
発
遣
為
奴
」
は
ま
さ
に
死
刑
以
外
で
は
最
も
重
い、文字どおり「死刑に次ぐ」重刑であることから、軽微な傷害を伴う強盗犯の自首に対する扱いにおいては、原
例の方がより寛大であったと考えて間違いないであろう。
その後乾隆五年に原例の一部が改正され、以下のような規定に変更された（なお、読者の便宜のため、以下本文
に
引
用
す
る
条
例
（
定
例
を
含
む
）
に
適
宜
「
ａ
、
ｂ
、
ｃ
…
」
の
記
号
を
付
す
る
こ
と
に
す
る
）
。
凡そ強盗、人命を殺死し、人の妻女を姦し、人の房屋を焼き、罪犯深重なるは、自首するを准さざるを除くの
（詔）
外
、
其
の
余
の
箪
曰
て
人
を
傷
す
る
と
難
も
、
随
即
に
平
復
し
て
死
せ
ざ
る
者
は
、
亦
た
姑
く
は
自
首
す
る
を
准
し
、
「
兇
徒
が
兇
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
3５
（２）数件の強盗犯の一部のみを自首した場合の規定
強盗条例二六を構成する諸規定の内、原例に含まれているもの以外で最も早い段階で条文化されたのは、数件の
強盗を犯した後、その内の一件のみを自首した場合の規定（第一項の傍線部（之に該当）であった。雍正三年に
制定された条例は、次のように規定している。
この改正において、もともと原例にはなかったが強盗条例二六には存在した、強盗の被害者（「事主」）に対して
重傷を負わせた場合には、たとえ死に至らなかったとしても自首の対象から除外するという規定が付け加わってい
るが、これは以下に引用する雍正三年制定の条例の規定を取り入れたものである。
強盗が事主を殴傷するに、傷すること金刃に非ずして、傷するところも又た軽く、旗ち平復するを経る者は、
彩盗に係らば側お自首するを准し、辺衛に発して充軍せしむ。若し事主の傷重くんば、幸いにして死せずと雛
（弱）
も、其れ傷人の彩盗は、価お正法に擬す。：：：条例ｂ
この乾隆五年改定条例（条例ａ）は、最終形である強盗条例二六と比べると、「傷重」と「折傷以上」という表
現上の差異、および本改定条例では当該規定が末尾に位置する等、細かな点での違いはあるが、内容上に本質的な
違いはなく、この時点において強盗条例二六第一項の傍線部（ア）（イ）および第四項の部分に関して、実質的に
はほぼ完成の域に達したとみなし得よう。
…
条
例
ａ
器を執持して人を傷する」の例に照して、辺衛に発して充軍せしむ。其れ放火して人の空房及び田場積聚の物
を焼かぱ、律に依りて流に問う。若し焼くところの物を計るに本罪より重からぱ、亦た止だ放火延焼の例に照
（狐）
し、倶に辺衛に発して充軍せしむ。若し事、王の傷重からぱ、幸いにして死せずと難も、自首するを准きず。…
3６
清律における自首制度の変遷について 強盗犯の自首を中心にして
両
者
本
質
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
この雍正三年の条例は、後に乾隆五年に以下のように改定されている。
凡そ強盗が数家を行劫して、止だ―家のみ首する者は、劫する所の数家の内に、盗首が人命を殺死し、人の妻
女を姦し、人の房屋を焼する等の項に及ぶに係り、例として自首するを准さざる者あらぱ、価お分別して定擬
するを除くの外、如し倶に例として自首するを准すの罪に係りて、本犯を将て死を免じ、黒龍江に発して、新
（犯）
満洲の披甲の人に給して奴と為す者ならば、徒流遷徒地方条下の発遣の例に照して間発す。…．：条例ｄ
本条例において追加・修正された点は以下のとおりである。すなわち、第一に、複数の強盗事件の内その一部の
みを自首した場合においても、それらの中に原例において自首を許さない類型のものが含まれている場合には、自
首を認めない旨が明文化されたことである。もっともこの点に関しては、たとえ明文の規定がなかったとしても、
解釈上同様の結論が導かれるものと推測されるため、新たに規範を定立したというよりも、むしろ確認的な意味で
条
文
を
追
加
し
た
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
第二の修正点は、法定刑の一部変更である。すなわち、雍正三年の条例（条例ｃ）では「黒龍江に発し、新満洲
の披甲の人に給して奴と為す」とされていたのが、本改定条例（条例ｄ）では「徒流遷徒地方条下の発遣の例に照
：。…条例ｃ
（Ｗ）
本規定は、すでに康煕四十四年に「覆准」という形で皇帝の命により定例化されており、それからおよそ二十年
後に上記のような形で条文化された。本条例と強盗条例二六を比較すると、雍正三年の段階では新彊は未だ清朝の
領有する地域とはなっていないため、囚人の送られる先が黒龍江となっていること、また「官兵」ではなく「新満
洲の披甲の人」となっていること等細かな相違点はあるが、いずれも実態としてはいわゆる「発遣為奴」であって、 （弱）
凡そ強盗が数家を行劫して、止だ―家のみ首する者は、黒龍江に発し、新満洲の披甲の人に給して奴レ」為す。
3７
嘉
慶
六
年
制
定
の
以
下
の
条
例
で
あ
る
。
強
盗
が
数
家
を
行
劫
し
、
止
だ
三
問題である」とする湖北巡撫陸
軍
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．…：若し民人が犯すこと、発遣案内の「強盗が死を免じて減等せらるる者」・「数家を行劫して止だ―家のみ
、
、
、
、
、
を首する者」：．…に該らば、如し査するに妻室あらぱ、倶に寧古塔・黒龍江等の処に命発し、披甲の人に分給
して奴と為す。其れ査するに妻室なき者は、如し強盗免死及び強盗一一一人以上を窩留するの犯に係らぱ、雲・貴・
川．広の極辺・煙療の地方に分発し、其の余の査するに妻室なき、並びに別項の遣犯の妻室ある者は、倶に雲・
（鋤）
責・川．広の煙瘡少や軽き地方に分発し、均しく地方官に交与１）て、厳しく管束を行わしむ云々（傍点筆者）。
この規定によれば、「数家を行劫して止だ－家のみを首する者」の刑罰は、配偶者の有無によって変化し、妻が
いれば倶に寧古塔・黒龍江等に発遣とされた上で、披甲の人に分給して奴とされるが、妻がいなければ雲南・貴州・
四川・広東・広西等で気候がそれ程劣悪でない地方（「煙療少軽地方」）への充軍とされている。これを従来の条例
と比較すると、妻がある場合の処罰はほとんど一緒であるが、妻がいない場合については明確に刑罰が軽減されて
以
下
の
規
定
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
して間発す」と改められている。この「徒流遷徒地方条下の発遣の例」とは、『光緒会典事例』に収められている
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
（側）
なお、後者の「煙療少軽地方」への充軍に関しては、「大清律例通考』によれば、乾隆一一一十七年二月に行われた、
「煙潭の地方は雲南・貴州・両広の特定の場所に限られるため、そこに重罪人が集中する事態となっていることは
（虹）
例題である」とする湖北巡撫陳輝柤の条奏を契機として制定された定例により、以後煙潭充軍は「極辺四千里」充
この煙療充軍に対する取り扱いの変更を反映させ、さらに配偶者の有無による区別を改めた上で作られたのが、
止だ－家のみを首する者は、極辺足四千里に発して充軍せしむ。如し脱逃して獲えられ
3８
清律における自首制度の変遷について 強盗犯の自首を中心にして
（３）首犯（盗首）・従犯（霧盗）の自首に関する規定
（ｉ）乾隆五年改定条例制定までの推移
強盗条例二六においては、強盗の際に人に重傷を負わせあるいは死亡させた場合等を除き、自首した者に対して
何らかの刑の軽減が認められるが、その際に考慮されるのは、犯行の際の傷害行為の有無、あるいは発覚前の自首
か否か（「未発而自首」か「聞撃投首」か）であって、共犯者内での役割の違いについては、窩家・盗綾といった
補助的な役割の者は別にして、首犯（盗首）・従犯（鯵盗）に関しては特に区別されてはいない（第一項の傍線部
（イ）～（エ））。この点に関しては原例においても、｜切殺傷行為を伴わない強盗犯の自首（強盗条例二六第一項
（妬）
の傍線部（エ）に相当する部分）および「聞撃投首」の場〈ロの規定がないという違いこそあるが、首犯・従犯の区
別を設けていないという点においては、強盗条例一一六と基本的に同じであると言える。しかしながら、原例から強
盗条例二六への変遷の過程において、強盗の自首に関して常に首犯・従犯の区別が存在しなかったかと言えばそう
ではなく、むしろ雍正朝から乾隆朝にかけては、首犯と従犯の自首の扱いを区別することが主流となっていた。
強盗は本来首犯・従犯を区別しないで処罰する犯罪であり、共犯者全員が一律に、財物を得れば斬立決に、財物
（“）
を得なければ杖一百流三千里に処せられる定めとなっている。恐らく原例はそうした強盗罪の一般原則に従って、
（⑫）
ば
、
例
に
照
し
て
加
等
し
て
調
発
す
。
：
：
：
条
例
ｅ
このように複数の強盗の内の一部のみを自首した者に対する取り扱いは、乾隆朝後半から嘉慶朝にかけて、当初
の「発遣為奴」から「発極辺足四千里充軍」にまで軽減されることになった。しかしながら注（肥）に示したとお
り、強盗条例二六が同治九年に改定され、本条例の規定を取り込んだ際に、同事案の刑罰が再び「発遣為奴」に戻
さ
れ
て
お
り
、
刑
罰
の
軽
減
は
恒
久
的
に
続
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
3９
凡そ強盗案件内の、造意して首たる及び人を殺す者は、律に照して正法するの外、其れ人を傷するの盗も、亦
た応に人を殺すと同じく罪を論ず（。人を傷つくるの時、其の心原より事主の生死を顧みざるを以てなり）。
若し傷すること金刃にあらずして、傷軽く平復せば、其の盗は価お自首するを准し、「兇徒が兇器を執持して
人を傷する」の例に照して、辺衛充軍に擬す。若し金刃に係りて、傷するところ重くんば、未だ死せずと雌も、
（妬）
其の盗は首減するを准さず、価お正法に擬す。：：：条例ｆ
本定例は、その冒頭において「強盗案件内の、造意して首たる」者は、律の規定どおり死刑（斬立決）に処する
旨を規定し、その結果、原例が規定する軽傷を与えた強盗犯の自首に対する処置（「兇徒が兇器を執持して人を傷
する」の例に照して、辺衛充軍に擬す）は、首犯以外の者（すなわち従犯）に限定されることを定めている。した
がってこの定例の成立により、軽傷を伴う強盗の自首に関しては、減刑対象から首犯（盗首）が除かれたことにな
（灯）
り、ここに初めて、首犯に対する重罰化という形で、首犯と従犯の間に区別が生じる結果となった。
一方、一切傷害行為を伴わない強盗の自首に関しては、注（蛸）でも述べたように、従来は律の規定どおり発覚
例
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
自首の場合にも首犯・従犯を区別することなく、一律に扱っていたのだと推測される。ところが清朝時代に入って
間もなく、強盗犯の自首に関して首従の区別が行われるようになった。そのことが資料上最も早く確認できるのは、
（妬）
康煕十六年の議准によって成立した｛疋例においてであるが、これは、強盗犯が自首した場合、首犯（定例では「本
主」と表現されている）が未だ捕縛されていない場合には、自首した本人のみの罪を免じ、首犯の罪は通常どおり
に処罰することを定めたものであって、首犯・従犯それぞれの自首について、取り扱いに直接区別を設けたもので
は
な
か
つ
た
。
自首の取り扱いに際して首犯・従犯で区別が行われるようになったのは、雍正元年に成立した以下に引用する定
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強盗の首たる、並びに窩・綾、未だ官に到るを経ざるの先に於て、自ら陳首を行わぱ、旨を請いて其の情節を
酌し、量りて寛減に従う。若し眼随して盗を為し、並びに未だ人を傷せざるの犯、自ら出首を行わば、伊の応
（蛆）
に得べきの罪を将て、悉く寛免を行う。：：：条例ｇ
本定例においては、「眼随して盗を為」す者（いわゆる「霧盗」）が自首した場合には、強盗の際に人を傷つけて
いなければ、従来と同様に「寛免」すなわち刑の免除が行われることになっているが、首犯（「盗首」）に関しては、
単に「量りて寛減に従う」すなわち減刑されるに止まっており、殺傷を伴わない強盗の自首の場合においても、首
（ぬ）
犯に関しては罰則を強化する方向で修正が行われたことになる。
この雍正六年の定例（条例ｇ）は、人を負傷させていない強盗の首犯の自首に対して、情状を酌量して減刑する
ことを規定するのみで、具体的な量刑については定めていなかった。いわば量刑を皇帝の裁量に委ねた形になって
いるが、これが乾隆四年制定の条例において、事件発覚前の自首であれば辺衛充軍に、「聞撃投首」の場合には発
（印）
連填に処することに固定化された。
そして先に触れたように、その翌年の乾隆五年に原例の改正が行われるが（条例ａ）、軽傷を与えた強盗の自首
に関する規定の部分については、原例と比較すると文言上特に変更を加えられることはなく、表面上は大きな変化
は見られない。しかしながら、この条例改定の際に文言上に変更がなかったことが、逆に清朝の刑事政策上の方針
に重大な変更があったことを示しているように筆者には思える。すなわち、少なくとも雍正年間以降、強盗の自首
に関しては、首犯と従犯とではその扱いを異にする各種定例・条例が出されており、先に述べたように雍正元年の
定例（条例ｆ）では強盗傷人の首犯の自首は認めないとされていたものが、乾隆五年改定条例（条例ａ）では再び
以前であれば刑が免除されたと推測されるが、雍正六年の上諭をもとに制定された定例によって、状況に変化が生
じた。
4１
首犯・従犯ともに傷人の場合の自首は辺衛充軍に減刑されることになったのである。、
、
、
｝」こで注意しなければならないのは、上述の如く、その前年の乾隆四年には、未傷人の首犯の自首に対して辺衛
充軍の刑を科す旨の条例が制定されている（注前）参照）が、この刑罰は乾隆五年改定条例（条例ａ）における
傷人の強盗犯の自首に対する刑罰と同一のものであるということである。このわずか一年の間に相前後して制定さ
れた二つの条例を比較すると、量刑上の均衡が短期間の内に崩壊しているようにも感じられるのであるが、しかし
（副）
ながら、「大清律例通考』も指摘しているように、乾隆五年改定条例〈条例ａ）にある「其の余の苗已て人を傷する
と難も云々」という規定の「其の余」の中には首犯も含まれていたと解きざるを得ず、したがってこのことから、
傷害を伴う強盗の自首の処罰に関して、わずか一年の問にまさに「混乱状態」とも評すべき程の方針の大転換がこ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
他
な
い
で
あ
ろ
う
。
（Ⅱ）乾隆五年改定条例成立以降の推移
乾隆五年段階において、先に述べたような強盗の自首に対する処罰方針の大転換が行われたのも束の間、乾隆二
十六年には強盗傷人の首犯の自首に対して再び方針の転換が行われることになる。
強盗の首たりて人を傷し、傷軽くして平復し、自ら投首を行う者は、斬監候に擬し、遼かに減等を請うを得ず。
（皿）
其の余の自首条款は、定例に照して遵行せよ。：：：条例ｈ
（認）
本条例は、両江総督尹継善の上奏に基づき乾隆二十六年に制定されたものであるが、人に軽傷を負わせた強盗の
首犯が自首した場合、斬監候に擬すべきことを規定している。強盗罪の法定刑は斬立決（財を得た場合）であるこ
とから、ほんの僅かではあるが本条例では自首した首犯に対する刑を軽減していることになり、その意味では自首
した事実について全く考慮していないというわけではないけれども、辺衛充軍にまで減刑していた乾隆五年改定条
例（条例ａ）と比較すれば、大幅に法定刑の引き上げが行われており、｜切自首による減刑を認めなかった雍正元
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年
定
例
（
条
例
ｆ
）
の
水
準
に
近
い
線
ま
で
戻
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
なお、人に軽傷を負わせた強盗の首犯の自首に対して、斬監候に擬するよう規定を変更したことに関して、両江
（別）
総督尹継善の上奏には特にその理由は述べられていないけれども、恐らくは乾隆三年の張然等一案における九卿へ云
議の議論に見られるように、罪を悔いて自首しても一切罪を軽減することがなければ、あえて自首しようとする者
がいなくなってしまうし、そうかといって「幣盗傷人自首」の例に照して減刑したのでは、首犯と従犯との区別が
（弱）
なくなってしま箔７との考慮から、斬監侯としたのではないかと推測される。
強盗傷人の首犯の自首に関する本条例での変更を受けて、乾隆三十二年には既出の乾隆五年改定条例（条例ａ）
の一部が改正され、「其余」の二字を「霧盗」に修正することによって、強盗傷人の場合の自首に関する乾隆五年
改定条例の規定には首犯が含まれず、従犯のみに限定されることが明文で示されるようになった。
一方、上述の強盗傷人犯の自首における方針の大転換は、独り首犯に関してのみ生じたわけではなく、乾隆九年
に
出
さ
れ
た
定
例
に
よ
っ
て
、
従
犯
に
関
し
て
も
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
と
ご
と
鯵盗、行劫すること一・一一次なる者は、事未だ発するの先に於て、尽く首出を行わぱ、価お律に照して罪を
免ずるを除くの外、如し行劫すること三次以上なる者、事未だ発せずして自首せぱ、「未だ人を傷せざるの盗
と
も
首が事未だ発せずして自首する』の例に照して、妻と念に辺衛に発して充軍せしむ。若し拳せられん一」とを聞とも
きて投首せば、亦た『未だ人を傷せざるの盗首が蘂せられん一」とを間きて投首する」の例に照して、妻と金に
（記）
黒龍江等の処に発して奴と為す。：：：条例ｉ
（町）
（記）
右に引用した｛疋例（乾隆十一年に条例化）は、乾隆九年の干黒児一案を契機として制定され、これ以降未傷人の
（弱）
強盗従犯による事件発覚以前の自首については、犯行回数が一一回以下であれば免罪に、一一一回以上に及んだ場ヘロには、
未
傷
人
の
強
盗
首
犯
の
自
首
と
同
様
の
処
罰
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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（ｕ）
次いで乾隆四十四年の孫二一案を契機として、充軍・発遣刑に処せられた強盗の自首犯が配置先から逃亡した場
（皿）
合の処罰を定めた条例が制定され（強盗条例一一六の第一二項に相当）、ここに強盗条例二六を構成する要素のほぼす
べてが出揃うことになる。
折が見られる。
本定例の成立によって、これまで基本的に律の原則どおり免罪とされてきた未傷人の強盗従犯による事件発覚前
の自首に対して、犯行回数が三回以上に及んだ場合には免罪の対象からはずす等、より厳格な姿勢が示されること
（㈹）
になった。こうした状況は、免罪対象を「行劫一次」の者のみに限定した乾隆三十一一年の条例改正によってさらに
加速されることになる。この従犯の自首に対する厳罰化の傾向は、強盗条例二六において再び首犯と従犯の区別が
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
形
で
さ
ら
に
進
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
次
項
で
も
触
れ
る
と
お
り
、
そ
の
過
程
に
は
な
お
多
少
の
粁
余
曲
（４）関連規定の統合と強盗条例二六成立までの経過
以上述べてきたように、強盗犯の自首に関しては、原例を出発点として、その後に順次様々な要素を追加あるい
は修正する条例が制定されてきた。そしてそれらの諸条例が、一部内容に修正を施された上で、乾隆五十三年に次
に引用する一つの条例にまとめられた。
凡そ強盗、人命を殺死し、人の妻女を姦し、人の房屋を焼き、罪犯深重なる、及び事主を殴りて折傷以上に至
らぱ、首幣の各犯は、倶に自首するを准さざるを除くの外、其れ人を傷するの首盗、傷軽くして平復せば、事
未だ発せずして自首する、及び拳せられんとするを聞きて投首する者を論ずるなく、倶に斬監候に擬す。未だ
傷せざるの首盗、能く未だ発せざるの時に於て自首せば、近辺に発して充軍せしむ。如し筆せられんとするを
聞きて投首するに係らぱ、「情に原すべきある」の例に照して、黒龍江等の処に発遣し、披甲の人に給して奴
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と為す。未だ人を傷せざるの鶏盗に至りては、行劫すること僅かに止だ－次にして、事未だ発せずして自首す
．る者は、律に照して罪を免ず。如し筆せられんとするを閏きて投首するに係らぱ、情に原すべきあるの発遣の
本罪の上より一等を減じ、杖一百徒三年。若し幣盗が曽て人を傷するを経、及び行劫すること一一次以上にして、
事未だ発せずして自首せば、近辺に発して充軍せしむ。如し筆せられんとするを聞きて投首するに係らぱ、「情
に原すべきある」の例に照して発遣せしむ９窩家・盗綾、如し自首し及び蘂せられんとするを聞きて投首する
者あらぱ、即ち未だ人を傷せざるの盗首に照して、充軍・発遣に分別す。以上の各犯、脱逃して獲えらるるあ
るに遇わぱ、軍罪は加等して調発し、其れ減じて黒龍江に発せらるる者は、旨を請いて即行正法す。其れ放火
して人の空房及び田場積聚の物を焼くの強盗が自首せば、放火故焼の本律に依りて流に擬す。若し焼くところ
（田）
の物を計うるに本罪より重からぱ、近辺に発して充軍せしむ。：：：条例ｊ
本条例は、原例を土台として、その後に制定された定例・条例によって追加された様々な要素、すなわち、①事
主を負傷させた場合の扱い、②首犯と従犯の区別、③傷害行為を伴わない場合の処理、④強盗自首の軍・遣犯の脱
走に関する規定、等を加えて成立したもので、最終形である強盗条例二六にかなり近い内容となっている。
しかしながら同時に、いくつかの重要な点で未だ相違も見られる。第一の点は首犯と従犯を区別して処罰してい
る点である。これに関しては、原例では特に両者を区別するところはなかったのであるが、先に述べたとおり、雍
正元年の定例（条例ｆ）によって首犯と従犯の自首の扱いに初めて区別が設けられ、その後刑罰自体は、軒余曲折
を経て徐々に重くされて行ったものの、基本的に両者を区別する枠組みは継続し、この乾隆五十三年修併条例（条
、
例ｊ）においてもそれが継承されたことになる。ところが同治九年の改正により強盗条例一一六が制定された際に、
〈“）
再び首犯・従犯の区別をせず、強盗の際に傷害行為があったか否か（「傷人」か「未傷人」か）、また自首が事件の
発覚前か後か（「未発自首」か「聞撃投首」か）の違いのみによって処罰内容が決定される仕組みとなった。
4５











